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ＭＩＳを用いることによって、
約５�の傷で手術が可能

人工膝関節を設置した
状態

卓越した技術と改良を重ねた器械で行う手術

あ
ず
ま
・
ひ
ろ
た
か
／
１
９
９
２
年
北
大
医
学
部
卒
業
。市

立
札
幌
病
院
救
急
部
勤
務
。　

年
北
大
医
学
部
整
形
外
科

９３

入
局
。２
０
０
０
年
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学（
カ
ナ
ダ
）留
学
。　

年
０３

博
士
号
取
得
。市
立
札
幌
病
院
整
形
外
科
副
医
長
を
経
て
、

　

年
に
開
院
。　

年
札
幌
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
開
設
。日
本

０７

０９

整
形
外
科
学
会
専
門
医
な
ど
多
数
の
資
格
を
有
す
る
。

東 
裕
隆
院
長

Ｍ
Ｉ
Ｓ（
最
小
侵
襲
手
術
）を
用
い
た

人
工
関
節
置
換
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

術
を
受
け
た
患
者
か
ら
の
紹
介
で
来
院

す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。
ま
た
、

変
形
性
膝
関
節
症
だ
け
で
は
な
く
、
前

十
字
靱
帯
・
外
反
母
趾
な
ど
の
治
療
も

数
多
く
手
が
け
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ス
ポ

ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
実
績
も
あ
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
認
定
医
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
習
得
す
る
た
め
に
、

全
国
か
ら
整
形
外
科
医
が
見
学
に
訪
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
東
院
長
は
、
卓
越
し

た
手
術
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
改
良
を
重
ね

洗
練
し
た
手
術
器
械
を
直
接
見
せ
な
が

ら
丁
寧
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
膝
の
痛
み
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
が
、

一
人
で
も
多
く
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
Ｍ

Ｉ
Ｓ
を
全
国
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
熱
く
語
る
。

　

親
身
に
な
っ
た
診
療
で
患
者
か
ら
の

満
足
度
も
高
く
、
評
判
を
聞
い
た
り
手

は
５
〜
９
�
と
、
非
常
に
小
さ
な
傷
で

手
術
が
可
能
。
さ
ら
に
、
筋
肉
へ
の
負

担
が
少
な
い
の
で
回
復
も
早
く
、
入
院

期
間
は
２
、
３
週
間
程
度
で
済
む
。
日

本
で
い
ち
早
く
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
始
め
、
屈
指

の
症
例
数
を
誇
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

「
変
形
性
膝
関
節
症
は
、　

歳
を
過
ぎ

６０

た
半
数
以
上
の
女
性
が
経
験
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
独
自
の
技
術
と
器
械

を
使
っ
て
行
う
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
、
体
に
負
担

が
少
な
い
上
、
傷
跡
も
目
立
ち
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
」
と
東
院
長
。

　

加
齢
な
ど
が
原
因
で
半
月
板
や
軟
骨

が
す
り
減
り
、
次
第
に
骨
が
破
壊
さ
れ

て
い
く
変
形
性
膝
関
節
症
。
こ
の
疾
患

の
治
療
に
お
い
て
、
抜
群
の
実
績
を
持

つ
の
が
東
裕
隆
院
長
だ
。

　

患
者
の
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
極
力
手
術
を
行
わ
な
い
保
存
療
法

を
心
が
け
て
い
る
が
、
重
度
の
患
者
に

対
し
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
最
小
侵
襲
手
術
）

を
用
い
た
人
工
膝
関
節
置
換
術
を
行
っ

て
い
る
。
従
来
の
手
術
で
は　

〜　

�

２０

３０

の
切
開
が
必
要
だ
っ
た
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で

桑
園
整
形
外
科
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